
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　
　

　

　所定角度の回転が可能なレバー，
　

　

　上記モード設定手段により撮像モードが設定されたことに応じて被写体を撮像し，被写
体像を表す画像データを出力する撮像手段，
　上記撮像手段から出力された画像データによって表される被写体像を表示するように表
示装置を制御する第 の表示制御手段，
　上記モード設定手段により再生モードが設定されている場合に，上記レバーの回転に応
じて，再生駒を決定する再生駒決定手段，
　上記再生駒決定手段により決定された再生駒の画像データを記録媒体から読み取り再生
処理する再生手段，および
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記録媒体に記録されている画像データを読み取る読み取り手段，
上記読み取り手段によって読み取られた画像データによって表される画像のサムネイル

画像を表示するように表示装置を制御する第１の表示制御手段，
上記記録媒体に画像データを記録できるときに空き駒の画像を表示するように表示装置

を制御する第２の表示制御手段，

上記レバーの回転に応じて，上記サムネイル画像または上記空き駒の画像を指定する指
定手段，

上記指定手段により上記サムネイル画像が指定されたことにより再生モードに設定し，
上記空き駒の画像が指定されたことにより撮像モードに設定するモード設定手段，

３



　上記再生手段により再生された画像データによって表される画像を表示するように表示
装置を制御する第 の表示制御手段，
　を備えたディジタル・カメラ。
【請求項２】
　上記再生駒決定手段は，上記指定手段により指定されたサムネイル画像を再生駒の画像

決定するものである，請求項１に記載のディジタル・カメラ。
【請求項３】
　上記第 の表示制御手段は，
　駒番号順で上記サムネイル画像を上記表示装置に表示するものである，
　請求項 に記載のディジタル・カメラ。
【請求項４】
　消去指令を与える消去ボタン，
　上記レバーの回転に応じて上記複数駒のサムネイル画像のうちの一の駒を指定する第１
の指定手段，および
　上記消去ボタンの押下に応じて，上記第１の指定手段によって指定された駒の画像を表
す画像データを上記記録媒体から消去する消去制御手段，
　をさらに備えている請求項 に記載のディジタル・カメラ。
【請求項５】
　上記消去制御手段により消去された画像データに対応するサムネイル画像の表示を空き
駒表示にする第５の表示制御手段をさらに備えている，請求項 に記載のディジタル・カ
メラ。
【請求項６】
　注文指令を与える注文ボタン，
　上記レバーの回転に応じて上記複数駒のサムネイル画像のうち一の駒を指定する第２の
指定手段，および
　上記注文ボタンの押下に応じて，上記第２の指定手段によって指定された駒の画像の注
文情報を上記記録媒体に記録する記録制御手段，
　をさらに備えた請求項 に記載のディジタル・カメラ。
【請求項７】
　
　

　

　

　

　撮像モードが設定されたことに応じて被写体を撮像し，被写体像を表す画像データを得
，
　得られた画像データによって表される被写体像を表示し，
　再生モードが設定されている場合に上記レバーの回転に応じて，再生駒を決定し，
　決定した再生駒の画像データを記録媒体から読み取り，
　読み取られた画像データによって表される画像を表示する，
　ディジタル・カメラの動作制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
この発明は，ディジタル・カメラ（ディジタル・スチル・カメラ，ディジタル・ムービ・
カメラ，携帯型情報機器にカメラの機能をもたせたものを含む）およびその動作制御方法

10

20

30

40

50

(2) JP 3914705 B2 2007.5.16

４

と

１

１

１

４

１

記録媒体に記録されている画像データを読み取り，
読み取られた画像データによって表される画像のサムネイル画像を表示するように表示

装置を制御し，
上記記録媒体に画像データを記録できるときに空き駒の画像を表示するように表示装置

を制御し，
所定角度の回転が可能なレバーの回転に応じて，上記サムネイル画像または上記空き駒

の画像を指定可能とし，
上記サムネイル画像が指定されたことにより再生モードに設定し，上記空き駒の画像が

指定されたことにより撮像モードに設定し，



に関する。
【０００２】
【発明の背景】
再生機能を有したディジタル・スチル・カメラにおいては，撮像モードと再生モードとの
設定が可能である。モードを設定するために，ディジタル・カメラには，モード設定スイ
ッチ等が設けられている。スイッチ等の操作に応じて撮像モードまたは再生モードが設定
される。
【０００３】
撮像モードが設定されると，シャッタ・レリーズ・ボタンの押下に応じて被写体像を表す
画像データがメモリ・カードなどの記録媒体に記録される。再生モードが設定されると，
駒送りボタンまたは駒戻しボタンなどにより所望の駒が再生されるように駒を指定する。
【０００４】
しかしながら，レンズ付きフイルム，巻き上げレバーを操作することによりフイルムを巻
き上げるカメラなど従来のカメラの操作に慣れたユーザにとっては，ディジタル・スチル
・カメラにおける再生駒の指定などディジタル・スチル・カメラに特有の操作は，比較的
面倒なものである。
【０００５】
【発明の開示】
この発明は，巻き上げレバーの操作など従来のカメラ等の操作に慣れたユーザであっても
ディジタル・カメラの操作を容易にすることを目的とする。
【０００６】
この発明によるディジタル・カメラは，所定角度の回転が可能なレバー，上記レバーの回
転に応じて，撮像モードまたは再生モードを設定するモード設定手段，上記モード設定手
段により撮像モードが設定されたことに応じて被写体を撮像し，被写体像を表す画像デー
タを出力する撮像手段，上記撮像手段から出力された画像データによって表される被写体
像を表示するように表示装置を制御する第１の表示制御手段，上記モード設定手段により
再生モードが設定されている場合に，上記レバーの回転に応じて，再生駒を決定する再生
駒決定手段，上記再生駒決定手段により決定された再生駒の画像データを記録媒体から読
み取り再生処理する再生手段，および上記再生手段により再生された画像データによって
表される画像を表示するように表示装置を制御する第２の表示制御手段を備えていること
を特徴とする。
【０００７】
この発明は，上記ディジタル・カメラに適した動作制御方法も提供している。すなわち，
この方法は，所定角度の回転が可能なレバーの回転に応じて，撮像モードまたは再生モー
ドを設定し，撮像モードが設定されたことに応じて被写体を撮像し，被写体像を表す画像
データを得，得られた画像データによって表される被写体像を表示し，再生モードが設定
されている場合に上記レバーの回転に応じて，再生駒を決定し，決定した再生駒の画像デ
ータを記録媒体から読み取り，読み取られた画像データによって表される画像を表示する
ものである。
【０００８】
この発明によると，所定角度の回転が可能なレバー（所定角度の回転ができれば名称は問
わず，ダイアルであってもよい）が設けられている。このレバーの回転に応じて撮像モー
ドまたは再生モードが設定される。
【０００９】
撮像モードが設定されると，被写体が撮像され，被写体像を表す画像データが得られる。
画像データによって表される被写体像が表示装置の表示画面上に表示される。シャッタ・
レリーズ・ボタンが押されることにより，撮像された被写体像を表す画像データが記録媒
体に記録されることとなる。
【００１０】
再生モードが設定されると，上記レバーの回転に応じて再生すべき駒が決定される。再生

10

20

30

40

50

(3) JP 3914705 B2 2007.5.16



駒を表す画像データが記録媒体から読み取られ，所定の再生処理が行われる。再生された
画像データによって表される画像が表示装置の表示画面上に表示される。
【００１１】
上記レバーを操作することにより，再生モードまたは撮像モードを設定することができる
。さらに，上記レバーを操作することにより再生すべき駒の指定もできるようになる。こ
のように上記レバーの操作によりモード設定ができるだけでなく，再生すべき駒の指定ま
でもができるので，従来の巻き上げレバーの操作に慣れたユーザも操作が比較的簡単とな
る。
【００１２】
上記記録媒体に記録されている画像データを読み取る読み取り手段，上記読み取り手段に
よって読み取られた画像データによって表される画像のサムネイル画像を表示するように
表示装置を制御する第３の表示制御手段，上記記録媒体に画像データを記録できるときに
空き駒の画像を表示するように表示装置を制御する第４の表示制御手段，上記レバーの回
転に応じて，上記サムネイル画像または上記空き駒の画像を指定する指定手段をさらに備
えてもよい。この場合には，上記モード設定手段は，上記指定手段により上記サムネイル
画像が指定されたことにより再生モードに設定し，上記空き駒の画像が指定されたことに
より撮像モードに設定するものとなろう。
【００１３】
上記サムネイル画像を見ることにより，記録媒体に記録されている画像データによって表
される画像の概要を把握できる。また，上記記録媒体に画像データを記録できるときには
（必要に応じて，記録媒体に画像データを記録できるかどうかを判定する判定手段が設け
られよう），空き駒が表示（たとえば，枠だけの空欄が表示される）されるので，その空
き駒を見ることにより，その記録媒体に画像データを記録できることが分かる。また，空
き駒が無いことを確認することにより，必要に応じて記録媒体を取り替えることができる
ようになる。
【００１４】
空き駒を指定することにより撮像モードの設定となり，サムネイル画像を指定することに
より再生モードの設定となるので，ユーザがどのモードを設定したかを比較的簡単に確認
できる。
【００１５】
上記再生駒決定手段は，上記指定手段により指定されたサムネイル画像を再生駒の画像を
決定するものであってもよい。
【００１６】
上記第３の表示制御手段は，駒番号順で上記サムネイル画像を上記表示装置に表示するこ
とが好ましい。どの駒番号に対応して画像データを記録できるかわかる。
【００１７】
消去指令を与える消去ボタン，上記レバーの回転に応じて上記複数駒のサムネイル画像の
うちの一の駒を指定する第１の指定手段，および上記消去ボタンの押下に応じて，上記第
１の指定手段によって指定された駒の画像を表す画像データを上記記録媒体から消去する
消去制御手段をさらに備えていることが好ましい。
【００１８】
所望の画像を表す画像データを記録媒体から消去できるようになる。しかも，消去する画
像に対応するサムネイル画像は表示されているので，消去する画像の内容を確認しつつ，
消去処理を実行できる。
【００１９】
上記消去制御手段により消去された画像データに対応するサムネイル画像の表示を空き駒
表示にする第５の表示制御手段をさらに備えていることが好ましい。消去されたことを確
認できるようになる。
【００２０】
注文指令を与える注文ボタン，上記レバーの回転に応じて上記複数駒のサムネイル画像の
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うち一の駒を指定する第２の指定手段，および上記注文ボタンの押下に応じて，上記第２
の指定手段によって指定された駒の画像の注文情報を上記記録媒体に記録する記録制御手
段をさらに備えてもよい。
【００２１】
所望の駒の注文情報（その駒の画像のプリントなどを示す情報）を上記記録媒体に記録で
きるので，上記記録媒体から上記注文情報を読み取り，画像のプリント処理などを実行で
きる。
【００２２】
【実施例の説明】
図１は，この発明の実施例を示すもので，ディジタル・スチル・カメラ１を背面から見た
斜視図である。
【００２３】
ディジタル・スチル・カメラ１の上面において，背面から見て右端部にシャッタ・レリー
ズ・ボタン２が設けられている。
【００２４】
ディジタル・スチル・カメラ１の背面において，ほぼ中央部分に液晶表示画面３が設けら
れている。この液晶表示画面３の右側には，左右に回転可能なダイアル（レバー）４が設
けられている。さらに，液晶表示画面３の下側には消去ボタン５および注文ボタン６が設
けられている。
【００２５】
ディジタル・スチル・カメラ１の一方の側面（図１において奥側の側面であり，図１にお
いては見えていない）には，メモリ・カードを着脱自在に装填するためのメモリ・カード
挿入口が形成されている。後述するように，ディジタル・スチル・カメラ１に装填される
メモリ・カードは，充電池と一体となったものであり，充電池からディジタル・スチル・
カメラ１の各回路に電源が供給される。
【００２６】
さらに，ディジタル・スチル・カメラ１は，撮像モードおよび再生モードの設定が可能で
ある。ダイアル４を用いてモード設定が行われる。また，ダイアル４を用いて再生駒の指
定等も可能である。これらの処理について詳しくは，後述する。
【００２７】
図２は，ディジタル・スチル・カメラ１の電気的構成を示すブロック図である。
【００２８】
ディジタル・スチル・カメラ１の動作は，メインＣＰＵ 21によって統括される。
【００２９】
ダイアル４の操作を示す信号ならびに消去ボタン５，注文ボタン６およびシャッタ・レリ
ーズ・ボタン２の押下を示す信号は，メインＣＰＵ 21に入力する。
【００３０】
また，メインＣＰＵ 21には各種データを記憶した EEPROM22が外付けされている。
【００３１】
ディジタル・スチル・カメラ１には，充電／発光制御回路 24により制御されるストロボ 25
が含まれている。後述のように被写体を撮像することにより得られる画像データにもとづ
いて，ストロボ撮影するかどうかが，測光／測距ＣＰＵ 17によって判断される。ストロボ
撮影と判断されたことにより，測光／測距ＣＰＵ 17によって充電／発光制御回路 24が制御
され，ストロボ 25が発光することとなる。
【００３２】
上述したようにメモリ・カード 31は，充電池 32と一体型のものである。充電池 32からの電
源が電源回路 28に与えられ，電源回路 28からディジタル・スチル・カメラ１を構成する各
回路に電源が供給されることとなる。
【００３３】
測光／測距ＣＰＵ 17によってフォーカス・レンズ 11のフォーカシング制御および絞り 12の

10

20

30

40

50

(5) JP 3914705 B2 2007.5.16



絞り制御が行われる。また，この測光／測距ＣＰＵ 17によってＣＧ（クロック・ジェネレ
ータ） 18が制御される。ＣＧ 18から各種クロック・パルスが出力され，ＣＣＤ 13，白バラ
ンス／ガンマ処理回路 14，アナログ／ディジタル変換回路 15等に与えられる。
【００３４】
ダイアル４によって撮像モードが設定されると，フォーカス・レンズ 11によって被写体像
がＣＣＤ 13の受光面上に結像する。ＣＣＤ 13から被写体像を表す映像信号が出力され，白
バランス／ガンマ処理回路 14に入力する。映像信号は，白バランス／ガンマ処理回路 14に
おいて，白バランス調整され，かつガンマ処理が行われる。
【００３５】
白バランス／ガンマ処理回路 14から出力された映像信号は，アナログ／ディジタル変換回
路 15においてディジタル画像データに変換される。ディジタル画像データは，バッファ・
メモリ 16およびＹＣ／ＲＧＢ変換回路 26を単に通過してドライバ 27に与えられる。ドライ
バ 27によって液晶表示装置３（液晶表示画面と同じ符号を用いる）に与えられる。撮像に
より得られた被写体像が液晶表示装置３の表示画面上に表示される。
【００３６】
撮像モードにおいてシャッタ・レリーズ・ボタン２が押されると，上述のようにしてアナ
ログ／ディジタル変換回路 15から出力された画像データは，バッファ・メモリ 16に一時的
に記憶される。画像データは，バッファ・メモリ 16から読み出され，ＹＣ処理回路 19にお
いて輝度データおよび色差データが生成される。生成された輝度データおよび色差データ
は，圧縮／伸長回路 20においてデータ圧縮される。圧縮された輝度データおよび色差デー
タがインターフェイス・バッファ 23を介してメモリ・カード 31に与えられ，記録される。
【００３７】
ダイアル４によって再生モードが設定されると，メモリ・カード 31に記録されている圧縮
された輝度データおよび色差データが読み出され，インターフェイス・バッファ 23を介し
て圧縮／伸長回路 20に与えられる。圧縮された輝度データおよび色差データは，圧縮／伸
長回路 20においてデータ伸長される。伸長された輝度データおよび色差データは，ＹＣ／
ＲＧＢ変換回路 26においてＲＧＢ画像データに変換され，ドライバ 27に与えられる。メモ
リ・カード 31に記録されている画像データによって表される画像が液晶表示装置３の表示
画面に表示されることとなる。
【００３８】
図３は，メモリ・カード 31のデータ構造を示している。
【００３９】
メモリ・カード 31には，管理領域およびデータ記録領域が含まれている。
【００４０】
管理領域には，メモリ・カード 31の管理データが記録されている。
【００４１】
データ記録領域には，サムネイル画像データ記録領域，画像データ記録領域および注文デ
ータ記録領域が含まれている。画像データ記録領域には，上述のようにして，被写体を撮
像することにより得られた画像データ（本画像を表す本願データという）が記録される。
サムネイル画像データ記録領域には，画像データ記録領域に記録されている本画像データ
によって表される本画像に対応するサムネイル画像を表すサムネイル画像データが記録さ
れる。注文データ記録領域には，画像の注文情報（画像のプリント枚数を表す注文画像数
など）を表すデータが各画像に対応して記録される。もっともサムネイル画像データは本
画像データに付随してもよい。
【００４２】
図４（Ａ）は，ディジタル・スチル・カメラ１の電源をオンする処理を示すフローチャー
ト，図４（Ｂ）は，図４（Ａ）のサブ・ルーチンである。
【００４３】
この実施例においては，上述のようにダイアル４の操作によりディジタル・スチル・カメ
ラ１の電源をオンできる。この電源オンの処理プログラムは，ディジタル・スチル・カメ
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ラ１の工場の出荷時にインストールされている。
【００４４】
ディジタル・スチル・カメラ１のダイアル４がユーザによって回転させられると（右方向
，左方向のいずれの方向あってもよい）（ステップ 42でＹＥＳ），カメラ１の電源がすで
にオンされているかどうかが確認される（ステップ 43）。カメラ１の電源がオフであれば
（ステップ 43でＮＯ），電源オン処理のサブ・ルーチンが実行される（ステップ 44）。カ
メラ１の電源がすでにオンとなっていると（ステップ 43でＹＥＳ），ステップ 44の処理は
，スキップされる。
【００４５】
また，シャッタ・レリーズ・ボタン２の押下を許可するレリーズ許可フラグがセットされ
る（ステップ 45）。
【００４６】
図４（Ｂ）を参照して，電源がオフのときにダイアル４の回転を検出すると，電源がオン
され，ディジタル・スチル・カメラ１の各回路に電源が供給される（ステップ 50）。
【００４７】
ディジタル・スチル・カメラ１に装填されているメモリ・カード 31に記録されている管理
データおよびサムネイル画像データが読み取られる（ステップ 51， 52）。また，液晶表示
画面３には，フイルム枠が表示される（ステップ 53）。このフイルム枠内に，メモリ・カ
ード 31から読み取られたサムネイル画像データによって表されるサムネイル画像が表示さ
れる（ステップ 54）。
【００４８】
図５は，ディジタル・スチル・カメラ１の液晶表示画面３に表示される画像の一例である
。
【００４９】
液晶表示画面３の上部に上述したフイルム枠 61が表示される。このフイルム枠 61は，現像
された写真フイルムとほぼ同じ形状をしている。フイルム枠 61は，複数の枠を有しており
，この複数の枠（サムネイル画像枠 69という）内のそれぞれに上述したサムネイル画像が
駒番号順に表示される。サムネイル画像上には，駒番号も表示されている。駒番号を表示
しなくともよいのはいうまでもない。
【００５０】
フイルム枠 61内の所定のサムネイル画像枠 69を囲むように指示枠 62が表示されている。こ
の指示枠 62は，ダイアル４の回転方向に応じて，現在囲んでいるサムネイル画像枠 69の左
または右に隣接するサムネイル画像枠 69を囲む。
【００５１】
フイルム枠 61の下には，液晶表示画面３のほぼ全体にわたって画像表示領域 66が形成され
ている。この画像表示領域 66に撮像によって得られた被写体像または指示枠 62によって囲
まれているサムネイル画像に対応する本画像が表示される。
【００５２】
画像表示領域 66の右上部には，メモリ・カード 31の残枚数を表示する領域 63が表示されて
いる。残枚数表示領域 63の下には，モード表示領域 64が表示されている。撮像モードが設
定されているときには，モード表示領域 64には「写す」という文字が表示され，再生モー
ドが設定されているときに「再生」という文字が表示される。さらに，モード表示領域 64
の下には，充電池の残容量を電池の長さにより表わす領域 65が表示されている。充電池の
残容量が少なくなることに応じて，電池の長さが短く表示される。
【００５３】
図６は，ディジタル・スチル・カメラ１における撮像等の処理手順を示すフローチャート
である。図７は，ディジタル・スチル・カメラ１のサブ・ルーチンである。図８から図 13
は，液晶表示画面３に表示される画像の一例を示している。
【００５４】
ダイアル４が回転させられると（ステップ 71でＹＥＳ），その回転方向にフイルム枠 61全
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体がサムネイル画像枠 69の１駒分だけ移動する（ステップ 72）。すなわち，指示枠 62は移
動しない。もっとも，ダイアル４の回転に対応して指示枠 62を移動してフイルム枠 61を固
定としてもよいのはいうまでもない。
【００５５】
ダイアル４の回転に応じてフイルム枠 61が移動した結果指示枠 62内にサムネイル画像があ
るかどうかが判断される（ステップ 73）。サムネイル画像があれば（ステップ 73でＹＥＳ
），指示枠 62によって囲まれたサムネイル画像に対応する本画像を表す本画像データがメ
モリ・カード 31から読み取られる（再生モード）。読み取られた本画像データによって表
される本画像が画像表示領域 66内に表示される（ステップ 74）。また，再生されている画
像データの上書きを禁止するためにレリーズ許可フラグがリセットされる（ステップ 75）
。
【００５６】
指示枠 62内にサムネイル画像が無ければ（ステップ 73でＮＯ），その指示枠 62が囲んでい
るサムネイル画像枠内の駒番号に対応した本画像データは，メモリ・カード 31に記録され
ていないと判断される（撮像モード）。このために，その駒番号に対応して本画像データ
をメモリ・カード 31に記録できるようにシャッタ・レリーズ・ボタン２の押下を許可する
レリーズ許可フラグがセットされる（ステップ 76）。
【００５７】
上述したようにディジタル・スチル・カメラ１の電源がオンとなると，液晶表示画面３に
は，図５に示すような画像が表示される。この状態で，ダイアル４が左方向に回転させら
れるとフイルム枠 61の全体がサムネイル画像枠 69の１駒分左方向に移動する。すると，液
晶表示画面３には図８に示す画像が表示されることとなる。
【００５８】
フイルム枠 61が左方向に移動すると，指示枠 62は４番目の駒番号をもつ空き画像を囲んで
いたものが３番目の駒番号をもつサムネイル画像を囲むようになる。すると，この３番目
の駒番号をもつサムネイル画像に対応する本画像を表す本画像データがメモリ・カード 31
から読み出される。３駒目の駒番号をもつ本画像が画像表示領域 33に表示されることとな
る。また，再生モードとなったことが分かるようにモード表示領域 64に「再生」の文字が
表示されることとなる。
【００５９】
ダイアル４の回転がないと必要に応じてシャッタ・レリーズ・ボタン２の押下に応答して
所定の撮影処理が行われる（ステップ 77）。
【００６０】
図７は，撮影処理手順を示すフローチャートである。
【００６１】
シャッタ・レリーズ・ボタン２が押されると（ステップ 91でＹＥＳ），指示枠 62によって
囲まれているサムネイル画像または空き画像の駒番号に対応するレリーズ許可フラグがセ
ットされているかどうかが判断される（ステップ 92）。
【００６２】
レリーズ許可フラグがセットされていると（ステップ 92でＹＥＳ），指示枠 62は空き画像
を囲んでいると見なすことができる。その空き画像に対応する駒番号をもつ本画像データ
は，メモリ・カード 31には記録されていないことが分かる。このために，その空き画像に
対応する駒番号をもつ本画像データの記録ができるようになる。本画像データが記録され
たときには，記録された本画像データの駒番号と同じ駒番号にはさらに本画像データを記
録することはできない。このために，本画像データの記録に対応する駒番号に対応してあ
らかじめレリーズ許可フラグがリセットされる（ステップ 93）。
【００６３】
その後，被写体が撮像され，被写体像を表す画像データが本画像データとしてメモリ・カ
ード 31に記録される（ステップ 94）。メモリ・カード 31に記録された本画像データからサ
ムネイル画像データが生成され，そのサムネイル画像データによって表されるサムネイル
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画像が指示枠 62によって囲まれているサムネイル画像枠 69内に表示されることとなる（ス
テップ 95）。また，本画像データによって表される本画像が画像表示領域 66内に表示され
ることとなる。
【００６４】
たとえば，液晶表示画面３が図５に示す状態のときに，シャッタ・レリーズ・ボタン２が
押されると，液晶表示画面３は，図９に示すようになる。指示枠 62内には，撮像により得
られた本画像のサムネイル画像が表示され，画像表示領域 66内には本画像が表示される。
また，本画像データの記録によりメモリ・カード 31に記録できる枚数が１枚減少したので
，残枚数表示領域 63の残枚数表示がデクレメントされる。
【００６５】
次の本画像の記録をするときには，ダイアル４を左回転させる。これにより，指示枠 62は
，第５番目の駒番号の空き画像を囲むようになる。第５番目の駒番号に対応する本画像と
して本画像データをメモリ・カード 31に記録できるようになる。
【００６６】
図６を参照して，ユーザによって消去ボタン５が押されると（ステップ 78でＹＥＳ），指
示枠 62内にサムネイル画像があるかどうかが確認される（ステップ 79）。指示枠 62内にサ
ムネイル画像があると（ステップ 79でＹＥＳ），そのサムネイル画像に対応する本画像デ
ータがメモリ・カード 31に記録されていることとなる。レリーズ許可フラグはリセットさ
れる（ステップ 80）。消去指令に応じて，指示枠 62で囲まれたサムネイル画像に対応する
本画像データがメモリ・カード 31から消去される（ステップ 81）。
【００６７】
さらに，消去された本画像に対応するサムネイル画像がサムネイル画像枠 69から消去され
る。これにより，指示枠 62によって囲まれているサムネイル画像枠 69内は空き駒となる（
ステップ 82）。本画像データの消去により，消去した本画像データの駒番号に対応して新
たな本画像データを記録できるようになるので，その駒番号に対応してレリーズ許可フラ
グがセットされる（ステップ 83）。
【００６８】
たとえば，液晶表示画面３に図９に示す画像が表示されているときに，駒番号３のサムネ
イル画像が指示枠 62で囲まれ，かつ消去ボタン５が押されたものとする。すると，液晶表
示画面３は，図 11で示すように指示枠３で囲まれたサムネイル画像枠 60内のサムネイル画
像が消去されることとなる。また，画像表示領域 66にも駒番号をもつ本画像は表示されな
いようになる。
【００６９】
注文ボタン６が押されると（ステップ 84でＹＥＳ），指示枠 62で囲まれているサムネイル
画像枠 69内にサムネイル画像があるかどうかが判断される（ステップ 85）。サムネイル画
像があると（ステップ 85でＹＥＳ），そのサムネイル画像に対応する本画像のプリント注
文指令があったものと見なされる。指示枠で囲まれたサムネイル画像に対応する本画像の
注文枚数が１枚として注文情報が生成される（ステップ 86）。注文ボタン６がさらに押さ
れることにより，注文枚数が増えていく。一定時間内に注文ボタン６が２回押されると，
注文情報がリセットされる。もちろん，注文キャンセル・ボタンをディジタル・スチル・
カメラ１に設けるようにしてもよいのはいうまでもない。
【００７０】
生成された注文情報は，上述したようにメモリ・カード 31の注文データ記録領域に，駒番
号に対応して記録される。さらに，対応するサムネイル画像上に注文済のマークが表示さ
れる（ステップ 87）。また注文用に現在再生されている画像データの上書きを禁止するた
めにレリーズ許可フラグがリセットされる（ステップ 88）。
【００７１】
たとえば，液晶表示画面３に図 12に示す画像が表示されているものとする。この状態で，
注文ボタン６が押されると，４駒目の駒番号の注文指令が与えられたこととなる。注文ボ
タンが押さると，液晶表示画面３には画像表示領域 66の右側に注文枚数表示領域 67が現れ

10

20

30

40

50

(9) JP 3914705 B2 2007.5.16



る。この注文枚数表示領域 67に注文ボタン６の押下に応じた注文枚数が表示されることと
なる。さらに，図 13に示すように注文された本画像に対応するサムネイル画像に，注文済
を示すプリンタ・マーク 68が表示されるようになる。このプリンタ・マーク 68を見ること
により，ユーザは，そのサムネイル画像に対応する本画像がプリント注文されていること
が分かる。好ましくは，注文枚数もサムネイル画像上に表示されることとなろう。注文さ
れていることだけでなく，注文枚数も確認できる。
【００７２】
このようにしてメモリ・カード 31に画像データおよび注文情報が記録されると，ユーザは
，そのメモリ・カード 31をラボラトリにもっていく。ラボラトリにおいて，メモリ・カー
ド 31から画像データを読み取り，注文情報にしたがって本画像がプリントされることとな
る。
【００７３】
ラボラトリにメモリ・カード 31を渡してプリントされると，ラボラトリにおいて充電池 32
が充電された新しいメモリ・カードと交換される。ユーザは，充電池 32を充電する必要が
なく，充電池を交換する必要もない。
【図面の簡単な説明】
【図１】ディジタル・スチル・カメラを背面から見た斜視図である。
【図２】ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を示すブロック図である。
【図３】メモリ・カードのデータ構造を示している。
【図４】（Ａ）および（Ｂ）は，電源オンの処理を示すフローチャートである。
【図５】液晶表示画面に表示される画像の一例である。
【図６】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図７】撮影処理手順を示すフローチャートである。
【図８】液晶表示画面に表示される画像の一例である。
【図９】液晶表示画面に表示される画像の一例である。
【図１０】液晶表示画面に表示される画像の一例である。
【図１１】液晶表示画面に表示される画像の一例である。
【図１２】液晶表示画面に表示される画像の一例である。
【図１３】液晶表示画面に表示される画像の一例である。
【符号の説明】
１　ディジタル・スチル・カメラ
３　液晶表示装置
４　ダイアル
５　消去ボタン
６　注文ボタン
21　メインＣＰＵ
31　メモリ・カード
61　フイルム枠
62　指示枠
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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